
 

報道資料１ 

 

 

令和 4年 11 月 25 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

不妊不育治療費助成事業の実施 

 

 不妊治療または不育治療にかかる経済的な負担を軽減するため、治療の自己負担額に対

して助成を行います。 

 

 ■助 成対象者 

  治療を受けた期間および助成金の交付申請日において小千谷市に住民登録があり、 

不妊治療または不育治療を行った方 

 

 ■助成対象治療 

医師が認める不妊治療または不育治療（検査を含む） 

  ※令和 4 年 4 月 1 日以降に治療を開始し、『新潟県不妊に悩む方への特定治療支援

事業』の助成対象にならない治療が対象です。 

 

 ■助 成 金 額 

  助成対象治療にかかる以下の費用の自己負担額（1年度あたり上限 20 万円） 

   ・保険診療費 

   ・保険診療適用外の医療費 

   ・治療のための処方箋による調剤費 

  ※助成対象外の費用 

   ・入院時の差額ベット代、食事料、病衣使用代、文書料、その他治療に関係ない

費用 

   ・処方箋によらない医薬品等の費用 

 

 ■助 成の回数 1 年度あたり 2回まで 

 

 ■申 請 期 限 治療が終了した日から 6 か月 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市健康未来こども課子育て応援係 担当／赤井・稲餅 

TEL：0258-83-3640  FAX：0258-82-8964 E-mail：kenko-ko@city.ojiya.niigata.jp 



 
 

報道資料２ 

 

令和 4年 11 月 25 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

小千谷市のプロモーションビデオ 

「小千谷こい唄～ダンス ver.～」(仮)予告編を公開 

小千谷市が民間団体とともに組織している「小千谷地域情報番組放送等シティプロモ

ーション推進協議会」では、令和 2 年度・3年度に引き続き、第 3 弾となる市のプロモー

ションビデオを制作しています。本編公開を前に、本日より予告編を YouTube「小千谷市

公式チャンネル」で公開します。 

 

■小千谷市のプロモーションビデオ「小千谷こい唄～ダンス ver.～」（仮） 
「おおぜいの市民が主役」というコンセプトのもと、出演者を市民から公募し、総勢

100 人以上のみなさんから協力していただきました。明るくアップテンポな曲調にアレ

ンジした「小千谷こい唄」に、老若男女だれでも踊ることができるダンスを合わせまし

た。振付は市内ダンススクール講師、撮影・編集は市内で映像制作を行っている「牛久

保動画製作所」に依頼しました。 

◆本編公開日 12 月 23 日(金)（予定） 

       ※12 月の定例記者会見で公開します。 

◆その他 ・予告編は本日 11 月 25 日(金)から YouTube「小千谷市公式

チャンネル」で公開します。 

・第 1弾、第 2弾も公開していますので、あわせてご覧くだ

さい。 

 

※小千谷地域情報番組放送等シティプロモーション推進協議会とは、小千谷市、（一財）小千谷

市産業開発センター、小千谷観光協会、越後おぢや農業協同組合、小千谷商工会議所で組織

し、小千谷地域の魅力をラジオ放送等により発信し地域内外の交流人口を増やすとともに、

地域活性化を図ることを目的とする協議会です。 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市企画政策課 担当／小林(咲)・小林(由) 

TEL：0258-83-3507  FAX：0258-83-2789 E-mail：plan-kh@city.ojiya.niigata.jp 

△YouTube 



報道資料３ 
 

令和 4年 11 月 25 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

国登録有形文化財（建造物） 

習静菴が登録有形文化財になりました 

 

 このたび、10 月 31 日付けの官報告示により、小千谷市の時水にある「習静菴茶室」

と「習静菴（旧三星屋）土蔵」が、正式に登録有形文化財として登録されました。 

令和 4 年 7 月 22 日開催の国の文化審議会文化財分科会の審議、議決を経て、同審議

会が、新たな国登録有形文化財（建造物）の登録について文部科学大臣に答申を行って

いたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■名称／習静菴茶室（しゅうせいあんちゃしつ） 

所 在 地／時水 1410-1 

登録基準／「二．造形の規範となっているもの」 

建築年代／大正後期、平成 13 年・19 年移築 

特徴・評価／市内片貝町の安達家にあった切妻造の茶室で、平三畳向切茶室と四畳 

半待合は壁を挟んで並べ、茶室への出入口とともに土庇で繋ぐ。土庇

と土間飛石は 雁木を思わせる構成である。 

■名称／習静菴（旧三星屋）土蔵（しゅうせいあん（きゅうみつぼしや）どぞう）

所 在 地／時水 1410-1 

登録基準／「二．造形の規範となっているもの」 

建築年代／明治前期、平成 19 年移築 

特徴・評価／市内千谷川の星野家にあったもので、全体に材が太く、積雪に備えた 

雪国の土蔵である。 

その他／令和元年 12 月に正式登録された「旧西脇家住宅主屋」「旧西脇家住宅離座

敷」につづき、市内の登録有形文化財は 11 件となりました。 

       
習静菴茶室 北東から         習静菴（旧三星屋）土蔵 南東から 

（撮影者：小千谷市教育委員会）         （撮影者：田村収） 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市教育委員会生涯学習課 担当／白井・大渕(和) 

TEL：0258-82-9111  FAX：0258-82-9112 E-mail：syougai-sk@city.ojiya.niigata.jp 



報道資料４ 
 

令和 4年 11 月 25 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

令和 4 年度除雪隊結成式を開催 

 

令和 4年度小千谷市除雪隊結成式を下記のとおり開催します。 

 

■日  時／12 月１日（木）午後１時 30 分～ 

■会  場／車両センター（平沢町地内） 

■内  容／・結成式 

      ・安全祈願祭 

■そ の 他／市所有除雪車両 15 台が整列 

■主  催／結成式：小千谷市 

      安全祈願祭：小千谷市除雪安全対策協議会 

 

 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市建設課管理克雪係 担当／笹﨑・小片 

TEL：0258-83-3514  FAX：0258-83-2789 E-mail：kensetu-kr@city.ojiya.niigata.jp 



報道資料５ 

 

開催日時：12 月 7 日（水）午前 9 時 20 分～午後 3 時 

会  場：総合体育館（桜町 4915 番地） 

対  象：市内中学 1・2 年生、総合支援学校中学部生 

日  程： 

9:20  メインアリーナ（小千谷中学校 1 年生対象） 

      ◆ふるさと小千谷を支える地域の産業・企業 PR 

       市内企業・団体 46 社が出展し、中学生を対象にした企業の概要説明

や製品の紹介、PR、質疑応答などを行います。 

9:25 サブアリーナ（市内 5 中学校 2 年生対象） 

      ◆パネルディスカッション 

       小千谷西高等学校及び小千谷高等学校の生徒が、職業選択を踏まえた

進路実現に向けた取組について、それぞれ市内企業の方とパネルディス

カッションを行います。中学生にとって将来設計のイメージを持てる内

容とします。 

11:30 メインアリーナ（総合支援学校中学部生対象） 

※9:20 からと同じ内容 

 13:00 メインアリーナ（小千谷中学校を除く市内 4 中学校 1 年生対象） 

※9:20 からと同じ内容 

  15:00 閉会 

一般公開：市内中学生、総合支援学校生が事業に参加する様子は、自由に見学する

ことができます。 

主   催：小千谷市、小千谷市教育委員会、県立小千谷高等学校、県立小千谷西高

等学校 

令和 4 年 11 月 25 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2 丁目 7 番 5 号 

「おぢや しごと未来塾」を開催 

 

中学生が進学や就職を考えるときに、地元小千谷を意識してもらい、将来のＵ

ターンにつながるように、「おぢや しごと未来塾」を開催します。 
産業界、県立高校及び市が連携し、長期的な視点を持って行うキャリア教育事

業は県内でも珍しく、子ども達に希望ある未来を学んでもらう機会として県内外

から注目を集めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～おぢやモデル 産学官連携キャリア教育～ 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市企画政策課企画経営係 担当／増川・松田

TEL：0258-83-3507  FAX：0258-83-2789 E-mail：plan-kk@city.ojiya.niigata.jp 



１．人を育み文化の香るまちづくり（教育、文化、スポーツ）

年度

27 東小千谷小学校北校舎大規模改修工事（平成27年度竣工）

長岡・小千谷「錦鯉発祥の地」活性化推進協議会設置（平成27年10月）

おぢやしごと未来塾実施（平成28年2月～）

28 おぢや健康こいこいポイント事業開始（平成28年7月～）

市民の家・水力発電記念館「おぢゃ～る」オープン（平成28年7月）

「おっこの木」国登録有形文化財に登録（平成28年8月）

29 「潮音寺観音堂」「潮音寺山門」国登録有形文化財に登録（平成30年3月）

30 市民会館リニューアルオープン（平成30年4月）

トップアスリートサポート事業開始（平成30年度～）

千田小学校大規模改造工事（平成30年度竣工）

元 米領バージン諸島とのホストタウン合同調印式（令和元年8月）

「旧西脇邸住宅主屋」「旧西脇邸住宅離座敷」国登録有形文化財に登録（令和元年12月）

「ウインター・イングリッシュ・キャンプinおぢゃ～る」開催（令和2年1月）

2 小中学校・特別支援学校情報推進事業（パソコンなどの整備）（令和2年度）

２．子育てにやさしく健康長寿で支えあうまちづくり（福祉、健康、医療）

27 地域包括支援センター開設（平成27年4月～）

28 認定こども園つくし幼稚園新築竣工式典（平成28年6月）

29 ＪＡ新潟厚生連小千谷総合病院開院（平成29年4月）

障がい者基幹相談支援センター設立（平成29年10月～）

産後ケア事業開始（平成29年度～）

30 妊産婦医療費助成事業及び妊婦歯科検診事業開始（平成30年4月～）

転倒骨折予防医学講座開設（平成30年4月～）

新潟大学と「健康寿命延伸・フレイルとロコモ予防医学講座設置に係る協定」締結（平成30年9月）

市内郵便局と「包括的連携（子どもの育成等）に関する協定」締結（平成30年10月）

元 健康・こどもプラザ「あすえ～る」が旧魚沼病院跡にオープン（令和2年1月）

病児病後児保育施設開設（令和2年1月～）

2 子育て世代包括支援センター開設（令和2年4月～）

3 診療所開設補助事業創設（令和3年4月～）

明治安田生命保険相互会社と「健康増進に関する連携協定」締結（令和3年12月）

4 臨床研修医海外留学支援事業創設（令和4年4月～）

第五次小千谷市総合計画・基本構想及び前期基本計画策定（平成28年2月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　後期基本計画策定（令和3年3月）

大塚市政のあゆみ
（平成26年11月29日～令和4年11月28日：2期8年）

「おぢゃ～る」オープン

「おぢやしごと未来塾」実施

「ＪＡ新潟厚生連小千谷総合病院」開院

「あすえ～る」オープン
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３．創造性と活力あふれる産業のまちづくり（産業）

27 国内・海外プロモーション補助事業創設（平成27年度～）

おぢや米作付支援及び非主食用米等生産体制整備支援事業開始（平成27年度～）

「小千谷市と新潟大学との連携に関する協定」締結（平成27年6月）

「おぢやこいこい商品券」発行（平成27年7月）

「ジャパンフェスティバル・イン・ベトナム」へ錦鯉を出品（平成27・28年度）

28 ものづくり未来創造チャレンジ補助事業創設（平成28年度～）

創業支援補助事業創設（平成28年度～）

小千谷産品開発支援補助事業創設（平成28年度～）

錦鯉をデザインした「マンホールカード」配布開始（平成28年12月）

少雪による緊急経済対策実施（平成29年1月～4月）

「雪の恵みを活かした稲作・養鯉システム」日本農業遺産第1号に認定（平成29年3月）

29 おぢや米品質向上支援事業開始（平成29年度～）

錦鯉が「県の鑑賞魚」に指定（平成29年5月）

錦鯉いっぱいプロジェクト補助事業創設（平成29年度～）

30 「小千谷産米」体質強化促進事業開始（平成30年度～）

鴻巣産業団地予約分譲開始（平成30年7月～）

元 クールジャパン推進会議in新潟開催（令和元年6月）

「おぢや・夢・ミライ応援団」設立（令和元年6月～）

2 ＦＭ新潟「おぢやBravo！」放送開始（令和2年3月～）

新潟工科大学と「包括連携に関する協定」締結（令和3年3月）

3 東京駅前「ＴＯＫＹＯ　ＴＯＲＣＨ　Ｐａｒｋ」に錦鯉鑑賞池完成（令和3年7月）

千葉商科大学と「就労連携協定」締結（令和3年11月）

「小千谷市と株式会社あわえとの包括連携に関する協定」締結（令和4年3月）

4 創業支援体制強化事業開始（令和4年4月～）

テレワークステーションおぢや開設（令和4年7月～）

４．魅力ある都市空間創出と暮らしやすいまちづくり（都市基盤）

27 定住促進マイホーム取得補助事業創設（平成27年度～）

西小千谷地区市街地まちづくり基本計画策定（平成28年3月）

28 一般国道117号千谷バイパス開通式（平成28年11月）

29 循環バス運行開始（平成29年4月～）

旧小千谷総合病院跡地整備計画策定（平成29年6月）

サンリール元中子宅地分譲開始（平成29年11月～）

30 一級河川表沢川改修着工（平成30年度）

小千谷インターチェンジ駐車場利用開始（平成30年１2月～）

小千谷浄水場竣工（平成31年3月）

2 住宅エコリフォーム補助事業創設（令和2年度～）

小千谷リビングラボ「at！おぢや」開催（令和3年3月～）

3 都市計画道路「東栄元中子線」全線開通（令和3年7月）

「TOKYO TORCH Park」

テレワークステーションおぢや

新浄水場
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５．自然を活かした調和と安心のまちづくり（防災、環境、克雪）

26 小千谷市復興計画・復興検証記録誌発行（平成27年3月）

27 JR東日本と信濃川発電所の水利権更新に関する覚書を交換（平成27年5月）

災害時協力井戸登録開始（平成27年6月～）

原子力災害に備えた小千谷市広域避難計画（バージョン1）策定（平成28年1月）

第二次小千谷市環境基本計画策定（平成28年3月）

5つの社会福祉法人と「災害時における福祉避難所の設置及び管理運営に関する協定」締結（平成28年3月）

28 岩手県久慈市と「災害時における相互応援に関する協定」締結（平成28年6月）

福島県北塩原村と「災害時における相互応援に関する協定」締結（平成29年3月）

29 そなえ館リニューアルオープン（平成29年4月～）

魚沼地区生コンクリート協同組合と「災害時及び火災発生時の応援業務に関する協定」締結（平成30年3月）

30 損害保険ジャパン日本興亜株式会社と「地域防災力向上に関する連携協定」締結（平成30年5月）

小千谷ハイヤー協会と「災害時における要配慮者等の避難輸送の協力に関する協定」締結（平成31年1月）

社会福祉法人長岡老人福祉協会と「災害時における福祉避難所の設置及び管理運営に関する協定」締結（平成31年3月）

元 ヤフー株式会社と「災害に係る情報発信等に関する協定」締結（令和元年6月）

3 防災公園オープン（令和3年7月）

脱炭素設備導入促進助成事業創設（令和3年～）

4 市の公用車に電気自動車導入開始（令和4年～）

６．ふれあい、にぎわい、暮らし続けたいまちづくり（交流、市民参加）

25 地域おこし協力隊任用開始（平成25年度～24名着任、うち14名定住。H27以降、新たに8地区に着任）

27 ときめきめぐりあい推進事業開始（平成27年度～）

おぢやファミリー祝福キャンペーン開始（平成27年度～平成30年度）

公益財団法人新潟県宅地建物取引業協会と「小千谷市空き家情報バンク制度の運用に関する協定」締結（平成28年2月）

29 小千谷市移住サポーター委嘱（平成29年5月～）

旧小千谷総合病院解体までの暫定活用開始（平成29年9月～平成31年3月）

30 地域づくり支援員（地域担当員）配置（平成30年4月～）

おぢゃ～るモニュメント「つながり」除幕式（平成30年11月）

元 前川清さん、小林麻耶さんを小千谷市PR大使に任命（令和元年10月）

よし太くんリニューアル（令和元年10月）

2 小千谷市プロモーションビデオ「小千谷こい唄」公開（令和2年10月）

中部地方初ポケモンマンホール「ポケふた」市内4カ所に設置（令和2年11月）

3 東京駅常盤橋街区「TOKYO　TORCH　Park」に錦鯉鑑賞池完成（令和3年7月）（再掲）

4 ウクライナからの避難者を市有施設に受入れ（令和4年5月～）

日本初闘牛場で市民オペラ公演（令和4年5月）

防災公園オープン

市民オペラ公演
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■計画推進のために

27 市民と市長の懇談会開催（平成27年5月～）

社会保障・税番号制度システム整備開始（平成27年～）

小千谷市総合戦略策定（平成27年10月）

第五次小千谷市総合計画基本構想議決（平成27年12月）

28 第五次小千谷市総合計画前期基本計画（平成28年度～令和2年度）策定（平成28年2月）

3 第五次小千谷市総合計画後期基本計画（令和3年度～7年度）策定（令和3年3月）

29 大阪府泉佐野市と「特産品相互取扱協定」締結（平成29年10月）

27 行政改革大綱改訂、行政改革実施計画（平成28年度～30年度）策定（平成28年3月）

30 行政改革大綱改訂、行政改革実施計画（令和元年度～3年度）策定（平成31年3月）

4 行政改革大綱改訂、行政改革実施計画（令和4年度～6年度）策定（令和4年3月）

29 日本郵便株式会社と「郵便局みまもりサービスをふるさと納税の返礼品とすることに関する協定」を締結（平成29年12月）

30 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社と「地方創生に関する包括連携協定」締結（平成30年4月）

2 住民票等各種証明コンビニ交付サービス開始（令和2年3月～）
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◎１　災害への対応

27 福島県南相馬市へ職員派遣

　（Ｈ27年度2名、H28年度1名、H29年度1名、平成30年度1名、令和元年度1名、令和2年度1名）

福島県浪江町へ職員派遣（平成27・28・29年度1名）

28 熊本地震被災地へ職員派遣（平成28年度10名）

台風10号被災地の岩手県久慈市へ職員派遣（平成28年度3名）

30 平成30年7月豪雨被災地の岡山県倉敷市、総社市へ職員派遣（平成30年度各2名）

北海道胆振東部地震被災地の北海道安平町へ職員派遣（平成30年度4名）

元 山形沖を震源とする地震被災地の新潟県村上市へ職員派遣（令和元年度1名）

台風第19号被災地の福島県南相馬市へ緊急支援物資提供（令和元年10月）

台風第19号被災地の福島県郡山市へ「チームにいがた」の一員として職員派遣（令和元年度2名）

4 福島沖を震源とする地震被災地の福島県南相馬市、相馬郡新地町へ職員派遣（令和4年度　南相馬市4名・新地町2名）

8月3日からの大雨被災地の新潟県村上市へ職員派遣（令和4年度6名）

◎２　新型コロナウイルス感染症への対応

元 小千谷市新型コロナウイルス感染症対策本部設置（令和2年2月～）

2 小千谷市新型コロナウイルスワクチン接種推進会議「チームおぢや」設置（令和3年1月～）

元 新潟県新型コロナウイルス感染症対策特別融資の借入に係る信用保証料補給拡充（令和2年3月～）

2 水道料金の減額（令和2年4月）

中小企業者等向け市制度融資の元金返済猶予（令和2年4月）

雇用対策支援（相談窓口の開設・雇用対策支援補助）（令和2年4月）

経営維持支援（経営経費の一部を3ヶ月分補助）（令和2年4月）

店舗改装費用補助（新生活様式導入促進補助）（令和2年5月）

3 飲食店等事業継続支援金支給（令和3年8月）

飲食店等の時短要請に係る協力金支給（第１～４期）

夜間公共交通維持支援事業補助（令和3年10月）

宿泊事業者向け集客支援事業補助（令和3年10月）

道路運送事業者向け事業継続支援事業補助（令和4年10月）

「おぢやプレミアム商品券」発行（第１～４弾）

「おぢや食べ得チケット」発行（第１・２弾）

◎３　原油価格・物価高騰への対応

4 子育て世帯等への給付（令和4年7月～）

低所得者への給付（令和4年8月）

水道料金基本の減額（令和4年8月～10月）

災害への備え、災害への対応
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